
 

三原市立糸崎小学校

改善方策
 ９ 月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

・全国学力学習状況調査・標準学力調査（国語科・算数
科・理科）で学級平均値が全国平均を上回る

100%
国語110%
算数101%
理科110%

105% A

・学期末テスト（国語科・算数科）で、知識・技能、思考・判
断の平均が80％以上の児童の割合

80%

国語
76%
算数
84%

国語
95%
算数
105%

B

・漢字検定で90点以上の児童の割合 80% 72% 90% B

・算数検定で該当学年の内容を達成した児童の割合 80%

・自分のことアンケートで肯定的評価をした児童の割合
　「(20)算数の授業は、よく分かる」

90% 88% 98% B

「(21)算数の授業で分かったことをR80でふり返ることが
　できる」

90% 77% 86% B

  「(24) 算数の授業では自分と友達の考えの同じ所や
    違うところを比べている」

90% 87% 97% B

　「(29) 課題を解決するとき、いろいろな方法を考えよう
    としている」

90% 82% 91% B

・自分のことアンケートで肯定的評価をした児童の割合
　「(2)みんなの役に立っていると思う」

90% 77% 86% B

　「(3)困っている人に声をかけることができる」 85% 89% 105% A

　「(9)つらいことがあっても気分転換がうまくできる」 85% 76% 89% B

・自分のことアンケートで肯定的評価をした児童の割合
　「(5)一度決めたことは難しくても最後までやっている」

85% 85% 100% A

　「(7)いろいろなことにチャレンジするのが好きだ」 85% 89% 105% A

　「(8)ねばり強い人間だと思う」 85% 80% 94% B

　「(10)自分の夢や目標のために努力している」 85% 89% 105% A

・自分のことアンケートで肯定的評価をした児童の割合
　「(16)体を動かすことが好き」

90% 90% 100% A

　「(17)目標を持って運動に取り組んでいる」 80% 86% 108% A

　「(18)栄養のバランスを考えて給食を食べている」 80% 80% 100% A

　「(19)苦手なものも、少しでも食べている」 80% 84% 105% A

・自分のことアンケートで肯定的評価をした児童の割合
　「(11)糸崎の地域が好きだ」

95% 97% 102% A

　「(12)糸崎のよいところを言うことができる」 90% 98% 109% A

  「(13)地域の人たちと関わるのは楽しい」 90% 96% 107% A

・地域参加のある学校行事を開催した回数 10回以上
9月まで

７回

9月までで

７０％ B

・地域への情報発信の回覧（お便りや案内）をした回数 10回以上
9月まで

７回

9月までで

７０％ B

・HPの更新回数 年５回以上
9月まで

４回

9月までで

８０％ B

職員アンケートで肯定的評価をした職員の割合
　「(1)職場の中で、自分が努力していることについて認め
　　られていると感じる。」

90% 100% 110% A

　「(2)『糸小学びの森』は自分の成長に役に立っている。」 90% 100% 110% A

　「(3)チーム糸小で業務を遂行することができている。」 90% 85% 94% B
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目標値
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か
な
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力
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主体的・自律
的に学び合う
児童の育成

学習集団
づくりの

推進

基礎・基本
の学力定着

ａ　学校教育目
標

「学び　つながり　挑戦する子ども」
  ―地域を支え　世界で活躍する姿をめざして―

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）郷土に誇りをもち，自ら考え，判断し，決断して行動できる児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
〇互いに学び合い挑戦し続ける学校　確かな学力・豊かな人間力を育む学校　地域・郷土を愛する心を育てる学校
児童・保護者・地域から信頼される学校
〇（い）意欲をもって学び合う子（と）友達へポジティブに関わる子　（さ）さわやかな挨拶と返事をする子
（き）決めたことを最後まで粘り強くやりきる子
〇指導力向上・自己成長に努める教職員　　徹底・協働して組織的に動く教職員　児童・保護者・地域から信頼される教職員

自己評価 学校関係者評価評価計画

校番（２）令和7年度　　学校評価表 （中間）

〇糸小ギネスの実施
〇児童会企画行事の実施
〇自己決定や相互評価の時間の確
保
〇自分への挑戦の取組

0 0

ｅ　目標達成のための方策

〇算数科「糸小版学び合い」授業の確
立
〇学び合いのファシリテート力向上
〇問いの追究
（必然性・単元を貫く・各時間の問
い）
〇振返りツール（Ｒ８０）の充実
〇学習規律の徹底

〇朝学・個別指導・家庭学習の徹底
〇漢字検定・算数検定の実施
〇多様な学びを選ぶことができる環
境づくり（ＩＣＴ器機の活用　思考スキル　図　文

絵等）

〇読書環境づくりの推進

n
改善方策

・学力を向上させるには、授業内容のポイン
ト、並びに理解するヒントなど、わかりやすくす
る工夫が必要である。
・質問等発言することには勇気がいる。どんな
些細なことでも褒めることで自信を持たせてほ
しい。
・よくがんばっている。学力向上の近道はな
く、こつこつやっていくしかない。
・デジタルツールの活用により、教育はめまぐ
るしく進化を遂げていると感じる。
・目標値に対し、９月時点でほぼ達成してい
る。
・Ｒ８０が浸透していて、自分の考えを簡潔に
表現する能力が向上している。
・振り返りと再構築の繰り返しで、学びを深く
定着させてほしい。

担当
m

コメント
ｉ

達成度
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析
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l   評 価

教
育
研
究
部

・学力調査については、出題問題の類似問題や、既習事項
の振り返りを朝のドリルタイムで行い、解き方の解説を行うこ
とで、定着を図る。
・学力調査・学期末テストについては、国語科では、何につい
て書かれた資料なのかを読み取ることができるように、授業
で文章の部分だけを取り上げて考えるのではなく、文章の読
み方も考えさせるようにする。算数科では、問題文の状況を
イメージできるようにするために、具体物や図を積極的に用
いる。また、問題解決場面では、表・式・グラフを関連付けて
考える活動を設定することで、問題文をもとに言葉の式に表
し、式の意味を児童が説明できるようにする。
・漢字検定は、９０点以上が目標であることを児童に周知し、
目標に向けて練習することを徹底する必要がある。

〇支持的風土の醸成
〇自己研鑽による人間力の向上
〇協働的な業務の遂行（チーム糸
小）

心理的安全
性が高い職

場づくり

保護者・地域
と共に成長で
き、児童が安
心して学べる
学校づくりの
推進

信
頼
さ
れ
る
学
校

粘り強さ・
挑戦する心

の育成

〇体を動かす楽しさの経験
　 （Jタイム・外遊び・体育の授業）
〇食を通じた関わり合いや食文化の体
験
〇基本的生活習慣の確立

体力づくり・
食育の推進

特別支援教
育とレジリエ
ンスを根底と
した豊かな人
間力と健やか
な体の育成

・（21）のR80については、ドリルタイム等で、接続詞の使い方
や文の作り方を指導し、文章の内容の充実を図っていく。ま
た、R80に何を書いてよいのかわからない児童には、使う
キーワードを指定する等、R80を書く際に手助けを行う。

・(29)については、授業での発問を工夫し、児童が様々な方
法で考えることができるようにしたり、練り合いの時に多様な
考えを取り上げることで、多様な考えに触れられるようにした
りするなど、教師の指導力を向上させる。

・「（３）困っている人に声をかけることができる」については目標を達成
することができた。しかし、「（２）みんなの役に立っている」、（９）つらい
ことがあっても気分転換がうまくできる」については目標を達成すること
ができなかった。特に、「みんなの役に立っている」の肯定的評価が７
７％で低かった。みんなのために活動していることを児童自身が意識
出来ていないことや他者評価の機会が不十分なことが考えられる。

・SSTやポジティブな声かけについて考えるなどの活動を通し
て具体的に行動したり意識を高めたりできるようにしていく。

・自己評価、他者評価の場面を設定し、「役に立っている」と
いう意識を高めるようにする。

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

〇地域の良さに学ぶ教育活動の充
実及び地域貢献活動の実施
〇積極的な情報発信

コミュニティ・
スクール

の基盤づくり

〇縦割り班活動の充実
〇SSTを活用した集団活動の実施
〇レジリエンス学級経営研修の実施
〇集団目標とその目標を皆で達成
するための個人目標の設定

つながる
集団づくり

の推進

・コミュニティ・スクール（ＣＳ）制度を活用した学校の取組とCS関係の委
員さんや地域の方々の協力で、想定以上の教育活動の充実が図られ
るとともに、授業支援が得られている。そのことにより、地域の方々へ
の感謝や地域への愛着心も高まっていることが児童アンケートからも
伺える。
・各学年に応じて、総合的な学習の時間や社会科、生活科、道徳科、
図画工作科等において、地域学習をしたり、地域のよさを教材とした学
びを進めており、児童の地域への思いの醸成につながっていると考え
る。
・情報発信も学校便りの他、ＨＰの定期的な更新や行事のちらし等で、
情報発信に取り組んだ。

・学校及び地域が人とつながる事が難しい社会で、
いかにつなげるかが、ＣＳの課題であり、工夫が必
要である。
・コミュニティスクールに協力していただいている方
の生活のリズム感に新たな視点やサイクルが生ま
れたかもしれない。
・ＣＳの活動が、人の接し方の学びや学習意欲の向
上につながる。子どもたちだけでなく大人も成長する
機会にしてほしい。
・教職員の支え合いの体制については、頑張ってお
られるように思う。
・さまざまな場面で学校、ＣＳの情報発信をして地域
の皆様に周知している。
・学校の敷居を低くし、地域の人やＣＳのボランティ
アの人達が気軽に来ていただける環境を整えてい
る。
・心理的安全性が良い評価になるのは、職員室の
雰囲気を見ていればわかります。
・心理的安全性のある組織にするためには、管理職
のとらえ方や考え方が大切である。また、職員同士
や管理職との信頼関係の構築が不可欠だと思いま
す。

0

・職員室における心理的安全性が高まるよう、互いのがんばりや思い
を尊重し合う雰囲気づくりに努めている。また、（特に夏期において）得
意分野を生かした研修を実施し（計１３回）、学び合った。

・チーム糸小で、互いに支え合う体制を整えたり、ケース会議を実施し
て、みんなで個を支援していこうとしているが、業務の偏りについては
課題がある。

5 0 0

・学校全体で目標を共有し、実践している事が
良い。
・みんなの役に立っていると認識できていない
児童がいるのは、平素の行動は当然（普通）
のことと思っているのではないかとも思う。自
分が行っている係などの奉仕活動が当たり前
にすることが常識として認識していると考えら
れるのではないか。
・クラスで孤立している児童がいない。
・ＳＳＴ、ポジティブな声かけも日々、心がける
ことによりしっかり身につくものであると考え
る。
・体力作りは自主的に児童が取り組んでいる
ので良い。

・教職員間で重点課題を共通認識、情報共有し学校全体で
取り組んでいく。

・様々な活動に対して、自らが「やってみよう」、「ここまではが
んばろう」という自己目標の設定を行う場を設ける。また、「な
ぜそれをやるのか」などを考えさせることで必要感をもって取
り組めるようにする。

5 0

・全国学力学習状況調査の6年生の平均値は、国語74%（全国66.8%）、
算数59%（58%）、理科63%（57.1%）で、３教科とも全国平均を上回った。
・学期末テストの到達率は、国語知77%、思76%、算数知87%、思82%で、
算数は目標値を達成したが、国語は達成しなかった。学期末テストの
前に十分に復習をすることができなかったのではないかと考えられる。
・漢字検定で90点以上の児童の割合は、72.4%となり、目標値を達成で
きなかった。2回とも目標値の80%を達成した学年が1クラスしかなかっ
た。９０点以上を目標として練習を行っている児童が少ないことが原因
と考えられる。
・算数検定の結果は、２月の時の結果を記入する。

（20）87.8%（そう思う47.4%、少し思う40.4%）
（21）76.9%（そう思う51.3%、少し思う25.6%）
（24）86.5%（そう思う39.7%、少し思う46.8%）
（29）82%（そう思う41%、少し思う41%）
・どの項目も、目標値には達成しなかった。特に、低かった（21）につい
ては、児童がR80を書くこと自体には慣れてきたが、内容が不十分であ
り、振り返ることに達成感を感じていない可能性がある。（29）について
は、課題を解決する際に、様々な方法で考えることができる児童を増
やす必要がある。

教
務
部
・
総
務
部

・持久走大会や陸上記録会に向けて引き続き頑張りカードを
使って目標設定をさせたり、それらに向けてRUNRUNタイム
や縦割り班駅伝で、みんなで走るたのしさを味わわせるよう
な取組をする。

・食育指導に関しては、引き続きランチルーム給食での指導
を継続し、児童が給食を通してバランスの良い食事の大切さ
を理解し、望ましい食習慣を身につけることができるよう、取
り組んでいく。

・今後ともCS運営委員会との連携を密にし、地域と共に子ど
もを育て見守っていく学校運営を目指す。特に、学校行事や
地域学習の機会を生かし、地域に学んだり、地域に貢献した
りする活動の充実を図る。

・ＣＳ活動に協力いただける人材の呼びかけを工夫する。（地
域行事での呼びかけ・保護者を通じた募集やHP・ちらしの作
成等）

・今後も互いのもつよさや強みを生かして、職員全体の力量
や能力が向上できるよう取り組む。また、風通しのよい職場に
なるよう、様子を気にかけ合い、声をかけ合いながら助け合っ
ていく。

・経営委員会等での熟議を通して、学力支援や生徒指導上
の諸問題への組織的な対応をさらに推進していく。

生
徒
指
導
部

保
健
体
育
部

・「（５）一度決めたことは難しくても最後までやっている」、「（７）いろいろ
なことにチャレンジするのが好きだ」、「（１０）自分の夢や目標のために
努力している」については目標を達成することができた。しかし、「（８）
ねばり強い人間だと思う」については肯定的評価８０％だった。項目
（５）のように自分で決めたことについては最後まで取り組むことができ
るが、それ以外の苦手なことや難しいなと思うことに対してねばり強く取
り組むことができていないのではないかと考えられる。

・体を動かすことが好きの問いに対して、90％の児童が運動に対して
肯定的な思いをもっていた。Jタイムや週に一回の外遊びの日が定着
し、楽しく体力つくりが行えている。また、目標を持って運動に取り組ん
でいるの問いに対して、86％の児童が主体的に運動に取り組んでい
る。各種目の頑張りカードで目標設定をさせたり、結果を記録賞で知ら
せることにより、児童たちがやる気を持って取り組むことができた。
・栄養のバランスを考えて給食を食べているの問いに対して８０％の児
童が、苦手なものも少しでも食べているの問いに対して86％の児童が
栄養バランスを考え給食を食べていた。
・ランチルーム給食で栄養教諭が栄養バランスや地場産物について等
指導を行ったり、食べきりウィークを行ったりすることで、児童自身が栄
養バランスを意識して食べることができた。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。ハ：分からない。
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